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１
月
９
日
㈰
、
成
人
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
男
性
５
４
０
人
、

女
性
２
４
８
人
の
計
７
８
８
人
が
こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。
式
に
は
、
男

性
１
４
０
人
、
女
性
１
７
６
人
の
計
３
１
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ
「
20
年
の

あ
ゆ
み
」が
上
映
さ
れ
、小
中
学
校
時
代
の
写
真
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
次
々
と
映
し
出
さ
れ
、
会
場
は
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
粟
町
長
が
「
こ
れ
か
ら
、
社
会
に
対
す
る
義
務
と
責
任

が
生
じ
る
。
自
ら
の
判
断
で
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
者
の
た

く
ま
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
鮮
な
発
想
を
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
文
化
会
館
が
改
修
中
の
た
め
、
野
々
市
小
学
校
体
育
館
が
会
場

と
な
り
ま
し
た
が
、
新
成
人
者
席
と
家
族
席
が
近
く
な
り
、
例
年
以
上
に

家
族
ぐ
る
み
で
祝
う
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
馬
場
翔
太
さ
ん
は

二
年
前
に
病
死
し
た
同
級
生
の
南
翔
太
さ
ん
の
遺
影
を
持
っ
て
出
席
。
こ

の
二
人
の
笑
顔
と
支
え
て
き
た
仲
間
の
姿
が
印
象
に
残
る
式
で
し
た
。

夢
と
希
望
に
向
か
っ
て平

成
23
年 

成
人
式

中野 由香莉さん
　広報の成人式の記事
を見て、自分も作り上
げる喜びを味わいたい
と思った。恩師に会え
たりしてすごく楽し
かった。

水野 翔太さん

　実行委員としてやり
がいを感じた。他人の
言葉に流されない大人
になりたい。人の役に
立つ仕事をしたい。

山下 直人さん
　成人式が近づくにつ
れて、重要な役割を実
感。野々市は住みやす
く、何でもある。もっ
と大きな市になってほ
しい。

織田 香菜子さん
　実行委員会でなつか
しい話がたくさんでき
た。野々市の人はみん
な優しく大好き。この
雰囲気をずっと残して
ほしい。

小坂 有加さん
　進んで実行委員に
なった。先生に会え
たり、実行委員との思
い出話が楽しかった。
野々市は有名な市に
なってほしい。

松本 卓紘さん

　余り実行委員会に参
加できず、申し訳なかっ
たが、当日はがんばっ
た。だれからも尊敬さ
れる大人になりたい。

実
行
委
員
の
思
い
と
抱
負

委員長 川畑晴奈さん

　実行委員をした姉の話を
聞き、一度限りの成人式を
つくる側で参加したいと
思った。お世話になった先
生との再会で元気をもらっ
たり、できたＤＶＤを見て
感動した。

　野々市
はふれあ
いの多い
町。この
良さを生
かして発
展してほ
しい。

町民憲章を唱和する
塚本雅史さん、広見友里乃さん

　塚本さんは「みんなから頼りにされる
人になりたい。野々市はどんどん発展し
てほしい」。
　広見さんは「一生に一度の成人式。思
い出深い式にするため 10 人でがんばっ
た」と、二人とも晴れ晴れと語りました。

謝辞を述べる下根卓寛さん
　下根さんが謝辞で最も伝えたかったこと
は、「社会が抱える課題に立ち向かっていき
たい」。国内の格差や世界の南北問題に興味
を持ち続けたいと話していました。実行委員
会はアットホームな雰囲気だったそうです。

藤　力さん　町明るい選挙推進協議会会長
　今年は県議選、町議選、町長選など身近な選挙
がある年。選挙の大切さを理解して必ず投票して
ください。地元大学生もこの協議会に参加し、私
たちと一緒に啓発活動をしています。

岡山芳英さん　町交通安全協会会長
　交通安全は、毎日の生活の基本です。成人とし
て子どもの手本となるよう、ルールを守った生活
をしてください。社会に役立つ人間になれるよう
精進してください。

長谷麻美さん、八島英里さん　
町青年ボランティア団体「RISE」
　地域の活動にどんどん参加してください。いろ
いろ思うことがあっても、基本的に親の言う事は
正しいと思いますよ…。

メッセージ　from 人生の先輩

【ベスト 16】
　 新成人 家族・列席者

順位 言葉 選択者数 言葉 選択者数
① 友情 23 感謝 37
② 感謝 20 誠実 16
③ 夢 16 夢 15
④ 家族愛 11 責任 15
⑤ 向上 10 礼儀 14
⑥ 自由

誠実
礼儀

9
希望 12

⑦ 健康 10
⑧ 家族愛

友情 9
⑨ 希望

未来 8
⑩ 郷土愛

自立
謙虚

7⑪ 感動
責任 7

⑫
⑬ 尊敬

努力
忍耐
健康

6

尊敬
感動
未来
忍耐

6
⑭
⑮
⑯

大切にしたい20歳の言葉
　式場で新成人、家族・列席者、各々 52 人に「大
切にしたい・贈りたい言葉 40」の中から３から
５つ選んでもらいました。その結果は次のとお
りです。皆さんは、どの言葉を若者に贈りますか。

【選択者が 5 人以下の言葉】

選択者数 新成人が選んだ言葉 家族・列席者が
選んだ言葉

５ 人類愛、信念、自立 勇気、信念

４ 勇気、行動、謙虚 明朗、目標、努力、
飛躍、正直、勤労

３ 探究、安全 自信、奉仕

２ 郷土愛、目標、飛躍、
研鑽、親切

研鑽、行動、親切、
公正、自律

１
自信、公正、正直、
自律、節制、公共心、
忠実、規律

向上、自由、公共
心、規律

０ 明朗、勤労、奉仕 人類愛、探究、節
制、忠実、安全

　　　　　　　今年の成人式対象者は昨年より
　　　　　　　273 人も増えました。
これは、一昨年から町と町内の２大学が協力し
て、学生に住民登録を働きかけてきた成果です。
今後は、登録だけでなく町の行事や交流の場に、
もっと参加できるよう働きかけていきたいもの
です。

【過去の成人式対象者数】
Ｈ 22 年（515 人）　Ｈ 21 年（543 人）
Ｈ 20 年（547 人）　Ｈ 19 年（553 人）

　　　　　　　今年の成人式対象者は昨年より
　　　　　　　273 人も増えました。
これは、一昨年から町と町内の２大学が協力し
話題
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可
決
さ
れ
た
議
案

平
成
��
年
度
町
一
般
会
計
補
正
予
算

２
億
７
，
４
８
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
１
７
４
億
４
，
２
６
４
万
４
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
、
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備
、
子
宮
頸
が
ん

な
ど
の
予
防
接
種
費
用
な
ど
に
よ
る
増
額
。

平
成
��
年
度
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算

２
億
２
，
３
１
４
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

41
億
６
，
２
６
２
万
６
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

決
算
見
込
に
伴
う
保
険
給
付
費
な

ど
に
よ
る
増
額
。

平
成
��
年
度
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算

53
万
５
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
３
億
４
，

３
５
３
万
５
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

前
年
度
の
広
域
連
合
納
付
金
の
精

算
に
伴
う
保
険
料
負
担
金
な
ど
に
よ
る
増
額
。

平
成
22
年
第
５
回
町
議
会　

12
月
定
例
会

議
会
議
案
を
含
め
た
12
議
案
と
諮
問
１
件
は
、
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
２

件
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り

平
成
��
年
度
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

３
０
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

17
億
７
，
９
３
３
万
９
千
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

前
年
度
決
算
に
係
る
繰
越
金
な
ど

に
よ
る
増
額
。

平
成
��
年
度
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

５
，
６
２
０
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額
を

17
億
３
，
９
８
０
万
円
と
す
る
。

■
主
な
内
訳　

事
業
の
精
算
見
込
に
伴
う
公
共
下

水
道
事
業
費
の
調
整
な
ど
に
よ
る
減
額
。

町
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

住
所
が
町
外
に
あ
る
社
会
福
祉
法
人
に
対
し
、
必

要
に
応
じ
て
助
成
が
で
き
る
よ
う
条
例
を
一
部
改

正
す
る
。

町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
23
年
度
か
ら
の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
あ

た
り
、
条
例
を
一
部
改
正
す
る
。

町
道
路
線
の
認
定

本
町
５
丁
目
地
内
、
矢
作
４
丁
目
地
内
の
高
桑
美

術
印
刷
跡
地
、
御
経
塚
３
丁
目
地
内
大
和
物
流
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
お
け
る
開
発
行
為
に
よ
り
新
設
さ

れ
る
路
線
を
町
道
と
認
定
す
る
。

▼
認
定
さ
れ
た
諮
問

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
推
薦
さ
れ
た
宮
岸
満
里

子
氏
（
稲
荷
２
丁
目
）
に
つ
い
て
適
任
と
認
定
す

る
。

▼
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

・
米
価
下
落
へ
の
緊
急
対
策
に
関
す
る
意
見
書

・�

領
土
・
領
海
問
題
に
関
し
我
が
国
の
毅
然
と
し

た
外
交
姿
勢
を
求
め
る
意
見
書

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
不
参
加
を
求
め
る
意
見
書

・�

切
れ
目
な
い
中
小
企
業
支
援
及
び
金
融
支
援
策

を
求
め
る
意
見
書

　
一
般
質
問

　

町
政
全
般
に
わ
た
り
、
早
川
、
土
田
、
大
東
、
岩
見
、
川
、
北
村
、
平
野
、
野
村
議

員
の
８
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
問
者
と
質
問
、
答
弁
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
発
言
順
）

県
立
養
護
学
校
跡
地
取
得
と
施
設
再
利
用

早
川 

彰
一　

議
員

町
長
は
９
月
議
会
で
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
増
築
と
と
も
に
、
太
平
寺
簡
易

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
部
売
却
を
示
し
県
立
養
護
学

校
の
跡
地
の
取
得
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
県

の
文
教
公
安
委
員
会
に
お
い
て
、
紐
野
議
員
が

「
野
々
市
町
が
取
得
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
」と
の
質
問
が
あ
り
竹
中
教
育
長
は「
今

後
県
と
し
て
も
協
議
の
場
を
持
ち
た
い
」
と
答

弁
し
た
。
そ
の
後
の
進
展
は
。

今
年
度
中
に
売
買
契
約
締
結
時
ま
で

の
覚
書
と
、
県
有
財
産
無
償
貸
付
契
約

書
を
取
り
交
わ
す
予
定
で
あ
る
。

町
長
は
跡
地
を
取
得
し
た
場
合
「
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
利
用
で
き

る
、
緑
あ
ふ
れ
る
交
流
の
た
め
の
空
間
と
し
て

活
用
し
た
い
」
と
言
っ
た
が
、
具
体
的
な
構
想

は
。
こ
の
施
設
は
養
護
学
校
で
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
や
、
安
全
面
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
お

り
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
利
用
す
る
に
は
格

好
の
場
と
考
え
る
。
ま
た
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ビ
ジ
ネ
ス

の
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
と
し
て
や
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
養
成
し
、
町
の
活
性
化
に
繋

が
る
の
で
は
。
い
ず
れ
町
立
図
書
館
、
中
央
公

民
館
の
建
て
替
え
な
ど
も
必
要
と
な
り
、
体
育

ＱＡ

Ｑ

町消防出初式

石
川
県
知
事
表
彰

　

功
労
章

　

篠
田　
　

肇
（
野
々
市
消
防
署
）

　

永
年
勤
続
功
労
章

　

藤
田　

嘉
孝
（
第
３
分
団
）

　

高
木　

義
宏
（
第
４
分
団
）

野
々
市
町
長
表
彰

　

10
年
勤
続
功
労
章

　

村
田　

敏
幸
（
第
１
分
団
）

　

林　
　

邦
雄
（
第
２
分
団
）

　

小
林　

真
紀
（
第
５
分
団
）

野
々
市
町
消
防
団
長
表
彰

　

５
年
勤
続
功
労
章

　

絹
川　

哲
央
（
第
１
分
団
）

　

木
村　

和
正
（
第
２
分
団
）

　

鍵
主　
　

宏
（
第
３
分
団
）

　

丸
山　
　

隆
（
第
４
分
団
）

　

宮
崎　

輝
幸
（
第
４
分
団
）

　

谷
川　

由
美
（
第
５
分
団
）

　

小
寺
く
る
み
（
第
５
分
団
）

優
良
消
防
団
員
表
彰

　

乾
野　

雅
之
（
第
１
分
団
）

　

後
藤　

龍
哉
（
第
１
分
団
）

　

山
下　

裕
之
（
第
１
分
団
）

　

西
本　

哲
也
（
第
２
分
団
）

　

木
村　

和
正
（
第
２
分
団
）

　

平
浪　

弘
之
（
第
２
分
団
）

　町消防出初式が１月９日㈰行われました。情報交流館カメリアでの式典で
は、これまで消防活動に尽力された方々が表彰されました。また、粟町長が「昨
年町で発生した火災は６件で、おととしに比べて 17 件の大幅な減少となりま
した。日ごろの活動のたまものです。今後もいざまさかの時に備えてご協力
をお願いします」とあいさつしました。答辞では、清水一男町消防団長が「今
年こそは無火災でありたいと願う町民の期待に応えるために、防火防災に努
めます」と決意を新たにしました。
　また、あらみや公園では、降りしきる雨の寒さを吹き飛ばすかのように勇
壮な裸放水が披露されました。

�

平成 23 年

　

藤
田　

嘉
孝
（
第
３
分
団
）

　

竹
中　
　

重
（
第
３
分
団
）

　

山
本　

俊
広
（
第
３
分
団
）

　

中
島　

哲
也
（
第
４
分
団
）

　

吉
田　

圭
一
（
第
４
分
団
）

　

藤
波　

国
隆
（
第
４
分
団
）

　

越
島　

順
子
（
第
５
分
団
）

　

倉　
　

美
佐
（
第
５
分
団
）

退
団
者
感
謝
状

　

高
桑　

正
志
（
元
第
２
分
団
部
長
）

　

橋
野
江
里
子
（
元
第
５
分
団
部
長
）

　

松
本
栄
八
郎
（
元
第
２
分
団
）

　

西
田　

治
広
（
元
第
２
分
団
）

　

安
本　

英
二
（
元
第
２
分
団
）

　

大
瀧　

竜
二
（
元
第
４
分
団
）

　

越
田
奈
津
子
（
元
第
５
分
団
）

受
賞
者　
　
※
敬
称
略
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館
な
ど
を
含
め
代
替
施
設
と
し
て
用
途
が
多
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

施
設
の
大
部
分
が
昭
和
40
年
代
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
、
耐
震
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
。
町
単
独
で
施
設
の
耐
震
化
工

事
や
大
規
模
改
修
工
事
を
行
う
と
、
財
政
的
負

担
が
非
常
に
大
き
い
の
で
、
再
利
用
は
考
え
て

い
な
い
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
有
利
な
国

の
補
助
制
度
や
交
付
金
制
度
な
ど
を
視
野
に
い

れ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ａ

市
制
に
向
け
郷
土
愛
を
深
め
る
施
策
を

土
田 

友
雄　

議
員

町
民
の
ふ
る
里
不
足
解
消
に
公
共
の
建

物
や
町
の
す
べ
て
を
歴
史
、
文
化
、
風

物
、生
活
の
ミ
ニ
博
物
館
と
し
て
活
用
し
、の
っ

テ
ィ
を
利
用
し
た
歩
く
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
せ

よ
。

平
成
13
年
度
に
史
跡
や
文
化
財
を
紹

介
す
る
「
の
の
い
ち
歴
史
探
訪
」
と
い

う
冊
子
を
刊
行
し
、
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設

に
配
布
な
ど
し
た
。
将
来
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
の
っ
テ
ィ
」
の
ル
ー
ト
に
合
わ
せ
た
ミ

ニ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
そ
の
ル
ー
ト
上

に
あ
る
公
共
施
設
に
地
元
の
文
化
遺
産
の
ミ
ニ

展
示
な
ど
も
行
い
た
い
。

教
育
方
針
に
ふ
る
里
学
を
取
り
入
れ
、

郷
土
を
愛
し
、
誇
り
と
す
る
子
ど
も
の

育
成
と
教
育
冊
子
を
作
成
せ
よ
。

地
域
の
文
化
、
歴
史
的
遺
産
、
産
業
な

ど
の
身
近
な
教
材
を
多
く
取
り
入
れ
、

「
ふ
る
里
学
」
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

富
奥
公
民
館
は
老
朽
化
と
耐
震
強
度
不

足
で
あ
る
。
公
民
館
は
ふ
れ
あ
い
の
場

と
し
て
、
ま
た
、
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て

誠
に
多
様
な
役
割
が
あ
る
。早
期
に
改
築
せ
よ
。

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
現
在
は
緊
急

性
の
高
い
箇
所
か
ら
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。
改
築
に
つ
い
て
は
、
隣
接
す
る
ス
ポ
ー

ツ
ラ
ン
ド
な
ど
の
施
設
と
の
連
携
を
考
慮
し
、

具
体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

危
険
な
サ
ル
、
ク
マ
の
出
没
を
想
定
し

て
町
民
の
生
命
を
守
る
万
全
の
体
制

を
取
れ
。
ま
た
、
鳥
獣
対
策
の
窓
口
は
一
つ
に

せ
よ
。「

県
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
出
没
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
参
考
に
、
関
係
機
関
と
密

に
連
携
し
、
人
身
被
害
防
止
を
最
優
先
に
住
民

の
安
全
確
保
の
体
制
を
と
り
、
出
没
情
報
が
あ

れ
ば
捕
獲
に
備
え
た
い
。
ま
た
、
動
物
に
対
す

る
住
民
窓
口
に
つ
い
て
は
、
事
務
と
し
て
鳥
獣

対
策
、
動
物
愛
護
、
狂
犬
病
予
防
な
ど
が
あ
り
、

一
つ
の
課
で
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
。

大
震
災
と
い
っ
た
災
害
が
発
生
し
た

非
常
時
の
対
策
と
連
絡
指
示
の
伝
達

方
法
を
示
せ
。

町
内
会
長
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
広
報
車
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
え
ふ
え
む
・
エ
ヌ
・

ワ
ン
な
ど
に
よ
る
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

Ａ ＱＱＡＱ
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ま
た
、
今
年
度
中
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

を
役
場
庁
舎
内
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

町
民
が
一
丸
と
な
り
、
大
き
な
効
果
と

意
識
変
換
を
な
し
得
た
歴
史
に
学
び
、

市
制
移
行
の
際
に
は
多
く
の
新
市
民
に
参
加
を

働
き
か
け
、
祝
賀
パ
レ
ー
ド
な
ど
有
意
義
な
催

事
と
な
る
こ
と
を
目
指
せ
。

全
町
的
な
各
種
団
体
が
主
体
と
な
り
、

節
目
を
祝
う
催
し
を
企
画
、
運
営
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
新
市
の
出
発
と
し
て
大
変
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
る
。
行
政
が
行
う
記
念
式
典

な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
制
移
行
が
確
実
に
な
っ

た
と
き
に
示
し
た
い
。

Ｑ

Ａ

ウ
ェ
ブ
図
書
館
の
導
入
、
推
進
に
つ
い
て

大
東 

和
美　

議
員

電
子
図
書
は
、
文
字
の
拡
大
機
能
や
縮

小
機
能
、
自
動
音
声
読
み
上
げ
機
能
や

自
動
め
く
り
機
能
、
音
声
・
動
画
再
生
機
能
を

搭
載
し
て
い
る
。
視
覚
に
障
が
い
を
持
つ
人
も

読
書
を
楽
し
め
る
。図
書
館
側
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

収
納
が
不
要
な
の
で
書
棚
の
ス
ペ
ー
ス
の
節
約

が
で
き
る
。
図
書
の
貸
し
出
し
、
返
却
、
催
促

に
人
手
が
い
ら
な
い
。
図
書
の
盗
難
、
破
損
、

未
返
却
の
損
失
が
ゼ
ロ
。
初
期
設
定
費
用
、
年

間
シ
ス
テ
ム
関
連
費
、
資
料
費
な
ど
の
費
用
で

出
版
会
社
か
ら
の
ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
貯
蓄
で

き
る
魅
力
が
あ
る
。
ぜ
ひ
、
導
入
に
向
け
て
研

究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
般
的
な
書
籍
は
紙
媒
体
が
主
流
で

あ
り
、
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
電
子

書
籍
は
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。今
後
、

出
版
業
界
、
公
立
図
書
館
の
動
向
を
見
守
り
な

が
ら
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

「
豊
か
な
街
」
を
つ
く
る｢

交
通
の
あ

り
方｣
と
「
豊
か
な
暮
ら
し
」
な
ど
、

公
共
事
業
が
デ
フ
レ
を
救
う
と
い
う
観
点
か
ら

も
、
不
況
の
今
こ
そ
図
書
館
建
設
を
提
案
し
た

い
。
地
域
の
文
化
力
、
教
育
力
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。ウ

ェ
ブ
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
今
日

的
図
書
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
幅

広
く
研
究
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
空
き
家
の
現

状
と
住
民
の
不
安
を
減
ら
す
対
策
を

伺
う
。

空
き
家
の
所
有
者
、
管
理
者
の
人
権

を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
、
適
宜
指
導

し
な
が
ら
、警
察
、町
内
会
、防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
関
係
機
関
、
団
体
と
連
携
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
や
啓
発
活
動
に
努
め
た
い
。

産
後
の
心
身
を
守
る
実
家
機
能
に
つ

い
て
、「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
」

の
実
態
と
対
応
を
伺
う
。

保
健
師
、
助
産
師
が
対
象
家
庭
に
訪

問
し
、
育
児
相
談
、
授
乳
や
湯
あ
み

の
指
導
を
行
う
な
ど
、
育
児
不
安
の
軽
減
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
医
療
機
関
な
ど

と
連
携
を
図
り
、
妊
産
婦
の
心
の
ケ
ア
支
援
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ＱＡＱ
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高
校
生
以
下
の
国
保
税
均
等
割
額
の
減
免
を

岩
見　

博　

議
員

健
康
保
険
は
、
扶
養
家
族
の
増
減
で
保

険
料
に
変
動
は
な
い
。
国
保
は
、
子
ど

も
に
も
受
益
者
負
担
と
し
て
一
人
当
た
り
年

３
万
３
８
０
０
円
の
税
金
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
く
の
か

と
い
う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
高

校
生
以
下
の
均
等
割
の
減
免
を
。

こ
れ
以
上
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
に
頼
る
こ
と
は
、
納
税
者
の
理

解
を
得
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
く
、
高
校
生
以

下
の
均
等
割
の
減
免
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

新
図
書
館
の
建
設
見
通
し
は

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
図
書
館
の
建
設
を

求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
見
通
し
さ
え
見
え
な
い
。
建
設
時
期
を
示

す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
。

学
校
施
設
に
お
け
る
耐
震
化
な
ど
の

環
境
整
備
を
優
先
に
行
い
、
新
図
書
館

建
設
は
持
ち
越
し
て
き
て
い
る
。
図
書
館
施
設

整
備
は
時
間
を
か
け
て
幅
広
く
研
究
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

保
育
園
保
育
士
の
配
置
基
準
見
直
し
を

園
児
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
、
各
年

齢
に
お
け
る
配
置
基
準
の
見
直
し
が
必

要
で
は
。保

育
士
の
配
置
人
数
に
つ
い
て
は
、
国

の
児
童
福
祉
施
設
裁
定
基
準
に
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
町
で
は
保
育
現
場
の
実
情
を

考
慮
し
、
国
の
基
準
を
上
回
る
保
育
士
を
配
置

し
て
い
る
の
で
、
見
直
す
予
定
は
な
い
。

２
人
目
か
ら
保
育
料
無
料
に

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
保
育
料
の
軽
減
を

求
め
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

２
人
目
か
ら
無
料
化
へ
踏
み
込
ん
だ
施
策
を
。

現
在
、
半
額
に
な
っ
て
い
る
児
童
は

３
２
７
人
で
あ
る
が
、
２
人
目
以
降

を
無
料
化
す
る
と
こ
の
児
童
が
全
て
無
料
と

な
る
。
こ
れ
は
保
育
園
に
在
籍
す
る
児
童
の

20
．
３
％
に
あ
た
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ

無
料
化
の
考
え
は
な
い
。

信
号
機
の
設
置
を

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
信
号
機
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
の
設
置
を
求
め
る
要
望
が
多

い
。
町
独
自
の
検
討
も
必
要
で
は
。

信
号
機
の
設
置
、
改
良
に
つ
い
て
は
、

県
の
公
安
委
員
会
が
決
定
す
る
。
町
と

し
て
は
今
後
も
町
民
の
要
望
を
く
み
上
げ
、
迅

速
に
対
応
す
る
よ
う
、
強
く
警
察
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

普
通
教
室
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
計
画
は

今
年
の
暑
さ
は
、
本
町
の
学
校
現
場
で

も
熱
中
症
対
応
に
追
わ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
ク
ー
ラ
ー
設
置
計
画
を
示
せ
。

図
書
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
の
特
別

教
室
、
職
員
室
、
保
健
室
な
ど
の
管
理

ＱＡＱＡＱＡ
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諸
室
は
各
校
と
も
冷
房
化
を
行
っ
て
い
る
。
菅

原
、
野
々
市
小
学
校
に
お
い
て
は
、
大
規
模
改

修
、
改
築
工
事
に
あ
わ
せ
普
通
教
室
の
冷
房
化

を
実
施
し
た
。
今
後
も
校
舎
の
大
規
模
改
修
工

事
な
ど
に
あ
わ
せ
、
普
通
教
室
の
冷
房
化
を
進

め
た
い
。

市
制
施
行
に
伴
う
行
政
の
あ
り
方
を
問
う

川　

哲
郎　

議
員

市
制
施
行
が
現
実
と
な
り
つ
つ
あ
る

今
、
市
制
を
見
据
え
て
の
体
制
づ
く
り

や
、
整
備
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
制
移
行
に
伴
い
、
多
く
の
権
限

が
移
譲
さ
れ
自
治
体
と
し
て
の
役
割
や
責
任
が

よ
り
重
大
な
も
の
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、

自
治
体
と
し
て
、
よ
り
一
層
の
業
務
の
質
・
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
求
め
ら
れ
、
常
に
町
・

町
民
の
利
益
を
意
識
し
業
務
に
あ
た
る
必
要
が

あ
り
、
い
か
に
時
間
・
モ
ノ
・
経
費
・
労
力
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
無
駄
を
排
し
、
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
町
の
魅
力

を
よ
り
高
め
る
た
め
に
も
子
育
て
環
境
の
充
実

が
求
め
ら
れ
る
。
心
身
を
鍛
え
る
環
境
や
施
設

の
整
備
が
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
町
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
か
。
町
と
し
て
の
見
解
は
。

社
会
、
経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
行

政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。

今
後
も
地
方
分
権
が
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
、
住

民
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
主
的
、
効
率
的
に

選
択
、
実
施
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
個
性
的

で
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。
さ

ら
に
無
駄
を
排
し
「
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
」
と
い
う
地
方
自
治
の
基
本
原
則

に
の
っ
と
り
、
住
民
本
位
の
行
政
運
営
に
努
め

た
い
。

当
町
に
と
っ
て
歴
史
的
転
換
で
あ
る
市

へ
の
移
行
に
あ
た
る
２
０
１
１
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
町
長
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

５
万
市
制
を
実
現
し
、
住
民
が
夢
と

誇
り
を
抱
き
、
い
つ
ま
で
も
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
え
る
市
制
を
運
営
し
た
い
。
住

民
福
祉
を
第
一
と
し
た
活
力
と
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
す
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
、
市
制
施
行
を
ス

テ
ッ
プ
と
し
た
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
質
の
高

い
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
目
指
し

た
い
。

ＱＡ

ＱＡ

Ａ
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議
会
活
動12

月
16
日
～
１
月
15
日

■
12
月

20
日　

定
例
会
（
討
論
・
採
決
）

野
々
市
市
実
現
と
新
年
度
予
算
案
に
望
む
こ
と

北
村 

成
人　

議
員

国
勢
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
内
容
を
示
せ
。
さ
ら
に
市
制
実
現
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
、
施
行
手
続
き
、
予
定
を
示
せ
。

国
勢
調
査
に
つ
い
て
は
、
12
月
17
日
ま

で
に
県
へ
関
係
書
類
を
提
出
し
、
12
月

中
に
県
か
ら
総
務
省
へ
書
類
が
提
出
さ
れ
、
２

月
中
に
世
帯
数
と
人
口
の
速
報
値
が
発
表
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。
市
制
施
行
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
要
件
を
確
認
し
た
上

で
県
と
正
式
な
協
議
を
始
め
る
。
協
議
結
果
が

出
る
ま
で
は
お
お
む
ね
３
カ
月
か
か
る
が
、
春

の
統
一
地
方
選
挙
後
の
町
議
会
に
お
い
て
、
町

を
市
に
す
る
議
案
を
提
出
し
た
い
。

新
年
度
予
算
編
成
大
綱
に
望
む
こ
と
で

あ
る
が
、
平
成
22
年
度
補
正
予
算
で
歳

入
の
補
正
が
憂
慮
さ
れ
る
が
、
年
度
末
の
決
算

見
込
み
は
ど
の
よ
う
な
予
想
に
な
る
の
か
示

せ
。

個
人
町
民
税
を
減
額
し
、
減
額
分
と
同

額
を
固
定
資
産
税
で
増
額
し
て
い
る
。

歳
出
に
つ
い
て
は
未
確
定
要
素
が
多
い
た
め
、

最
終
的
に
は
財
政
調
整
基
金
な
ど
を
取
り
崩

し
、
決
算
を
結
ば
ざ
る
を
得
な
い
。

将
来
の
歳
入
増
と
地
域
の
熱
い
要
望
を

ふ
ま
え
、
着
実
な
都
市
基
盤
整
備
の
進

展
を
図
る
た
め
の
作
業
を
急
ぐ
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。来

年
度
、
新
市
街
地
整
備
に
向
け
た
事

業
調
査
（
Ｂ
調
査
）
を
予
定
し
て
い
る
。

財
政
面
も
含
め
た
具
体
的
な
検
討
を
行
い
、
事

ＱＡ

業
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
判
断
し
た
い
。

当
町
の
発
展
は
若
者
の
定
住
化
が
必
須

要
件
で
あ
る
。
町
長
が
方
向
性
を
示
し

た
人
口
定
住
化
対
策
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的

な
内
容
を
示
せ
。

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
２
カ
年
間
、

野
々
市
町
定
住
促
進
奨
励
金
と
し
て
、

町
内
で
戸
建
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
る

方
に
対
し
、
最
大
30
万
円
を
交
付
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
野
々
市
駅
を
中
心
と
し
た
北
部
地

域
は
北
西
部
区
画
整
理
の
進
展
に
あ
わ

せ
、
人
々
の
往
来
の
増
加
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま

な
ト
ラ
ブ
ル
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
地
域
関
係

町
会
連
名
の
要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、

「（
仮
称
）
野
々
市
北
交
番
」
の
設
置
に
つ
き
強

力
な
活
動
を
望
む
。

昨
年
は
松
任
警
察
署
、
県
警
察
本
部
の

警
務
部
長
を
訪
ね
直
接
要
望
書
を
渡

し
た
。
７
月
に
も
再
度
警
務
部
長
を
訪
ね
要
望

し
た
。
地
域
の
安
全
安
心
確
保
の
た
め
に
も
引

き
続
き
積
極
的
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

粟
町
政
４
年
間
の
感
想
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
と
も
に
、
２
期
目
に
向
け
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、
そ
の
意
気
込
み
の
ほ
ど
は

ど
う
か
。「

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
言
え
る
『
５
万

人
市
制
』
の
実
現
に
向
け
て
」
を
公
約

に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
行
に
努
め
て

き
た
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
に
は
実
現
に
向
け

て
計
画
中
の
も
の
も
あ
る
が
、
残
り
の
任
期
の

中
で
実
現
に
向
け
て
努
力
し
た
い
。
ま
た
今
後

の
進
退
に
つ
い
て
は
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

る
人
口
５
万
人
達
成
を
見
極
め
明
ら
か
に
し
た

い
。

区
画
整
理
事
業
推
進
と
中
央
公
園
拡
張
事
業

平
野 

政
昭　

議
員

堀
内
・
田
尻
・
蓮
花
寺
地
区
を
含
む
三

地
区
の
区
画
整
理
事
業
を
前
提
と
し
た

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
施
行
と
新
市
街

地
整
備
の
進
め
方
（
Ｂ
調
査
）
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
高

尾
堀
内
線
の
西
側
延
伸
ル
ー
ト
の
思
い
は
。

Ｂ
調
査
に
関
連
す
る
上
位
計
画
や
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
を
も
と
に
、
設
定

し
た
土
地
利
用
に
つ
い
て
年
次
的
な
資
金
計
画

や
整
備
手
法
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
現
在
堀

内
２
丁
目
地
内
で
終
点
と
な
っ
て
い
る
高
尾
堀

内
線
を
ど
こ
に
つ
な
げ
る
か
に
つ
い
て
も
検
討

し
計
画
し
た
い
。

中
央
公
園
周
辺
エ
リ
ア
の
防
災
の
ま
ち

づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点
な
ど
の

構
想
に
つ
い
て
、
野
々
市
町
全
町
民
の
安
全
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
公
園

の
拡
張
と
各
種
公
共
施
設
、
幹
線
道
路
の
連
携

を
強
化
し
、
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
の
構

築
を
急
げ
。

中
央
公
園
は
町
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置

す
る
こ
と
か
ら
、
広
域
的
な
防
災
拠
点

と
し
て
活
用
す
る
方
策
を
検
討
し
た
い
。
防
災

活
動
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
避
難
場
所
と
し
て

町
全
体
の
防
災
性
向
上
に
寄
与
す
る
拠
点
と
し

た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
交
流
拠
点
と
し
て
、
中
央
公

園
の
機
能
強
化
（
弓
道
場
、
武
道
館
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
駐
車

場
）
の
必
要
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
議
論
を

さ
ら
に
展
開
し
、
市
制
へ
の
転
換
に
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
強
く
望
む
。

町
長
の
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を
尋
ね
る
。

施
設
の
検
討
な
ど
を
含
め
、
健
康
、
体

力
づ
く
り
、
憩
い
、
触
れ
合
い
の
場
の

要
素
を
兼
ね
備
え
る
機
能
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｂ
調
査
の
結
果
を
参
考
に
し
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
デ
ザ
イ
ン
を
財
政
面
も
含
め
総
合
的
に

判
断
し
た
い
。

ＱＡＱＡ
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災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
に
つ
い
て

野
村　

満　

議
員

愛
知
県
東
浦
町
と
の
協
定
に
つ
い
て

は
、
両
町
同
時
に
被
災
す
る
可
能
性
は

非
常
に
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
災
害
時
支
援
に

は
物
的
支
援
と
人
的
支
援
の
両
方
が
あ
る
中

で
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
考
え
る
と
人
的
支
援

を
強
く
期
待
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
含
め
、
支
援
体
制
の

取
り
組
み
を
示
せ
。

救
援
物
資
の
提
供
の
ほ
か
、
給
水
車
、
防

災
担
当
職
員
、
保
健
師
、
手
話
通
訳
士
な

ど
資
格
を
持
つ
職
員
の
派
遣
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
町
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
災
害
対
策

に
協
力
し
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
防
災
士
、
町
内
会
の
自
主
防
災
会
、
自
警

団
、
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
な
ど
、
災
害
に

対
し
知
識
や
技
能
を
持
つ
人
と
協
力
し
、
災
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
な
枠
組
み
を
研
究
し
た
い
。

町
の
農
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

町
の
農
業
に
対
す
る
姿
勢
が
見
え
な
い
。

「
生
産
調
整（
減
反
）は
進
め
ま
す
。」「
区

画
整
理
も
進
め
ま
す
。」
そ
し
て
、「
農
業
は
守

ら
ね
ば
な
ら
な
い
。」
こ
の
よ
う
な
中
で
、
町
の

農
業
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

開
発
に
よ
る
県
内
水
田
面
積
の
減
少
が

市
町
の
割
り
当
て
を
変
動
す
る
大
き
な

要
因
で
あ
り
、
減
反
だ
け
の
理
由
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
。
今
後
も
町
農
業
振
興
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
意
欲
的
な
農
業
者
に
は
農
地
利
用
集
積
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

都
市
近
郊
型
農
業
の
振
興
を
図
り
た
い
。

野
々
市
小
学
校
の
運
動
場
に
つ
い
て

改
築
後
の
運
動
場
は
自
由
に
出
入
り
で

き
な
い
。
代
替
地
の
考
え
は
あ
る
か
。

ま
た
、
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

児
童
が
自
由
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
利
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
が
、
団
体
使
用
時
に
は

鉄
棒
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
の
遊
具
に
つ
い
て

は
利
用
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
運
動
場
の
開
放

に
つ
い
て
は
、
門
扉
の
施
錠
の
仕
方
な
ど
の
問
題

も
あ
る
が
、
今
後
地
元
の
要
望
も
聞
き
な
が
ら
関

係
者
と
協
議
し
た
い
。
災
害
時
に
お
い
て
は
、
防

災
担
当
課
、
避
難
場
所
連
絡
員
に
防
災
倉
庫
、
体

育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
門
扉
の
ス
ペ
ア
キ
ー
を
貸
与

し
備
え
て
い
る
。

市
制
特
別
記
念
事
業
に
つ
い
て

旧
役
場
庁
舎
跡
地
周
辺
一
帯
を
野
々
市

町
発
祥
の
地
と
し
て
、
大
き
な
整
備
計

画
を
立
ち
上
げ
、
野
々
市
の
活
性
化
策
と
し
て

期
待
す
る
。

本
町
通
り
町
並
み
・
ま
ち
づ
く
り
懇
話

会
か
ら
、
旧
庁
舎
跡
地
な
ど
の
有
効
活

用
に
つ
い
て
答
申
を
も
ら
っ
た
。
地
元
の
意
見

や
本
町
通
り
く
ら
し
の
み
ち
ゾ
ー
ン
整
備
事
業

と
あ
わ
せ
、
町
立
図
書
館
な
ど
本
町
２
丁
目
一

番
街
周
辺
を
含
め
た
区
域
に
お
い
て
施
設
の
あ

り
方
、
市
街
地
整
備
の
手
法
に
つ
い
て
、
調
査
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。

ＱＡＱＡ
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ご
寄
付あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
町
福
祉
基
金

▽
㈱
絹
川
商
事　

代
表
取
締
役
社
長　

絹
川

善
信
様	

40
万
円

▽
匿
名
の
方	
３
万
円

▽
野
々
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
様

	

２
万
３
，
１
５
４
円

▽
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
様

	

１
万
８
，
２
０
０
円

▽
野
々
市
町
勤
労
者
協
議
会
様

	

１
万
７
，
９
５
０
円

■
ふ
る
さ
と
納
税

▽
匿
名
の
方	

30
万
円

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
㈱
絹
川
商
事　

代
表
取
締
役
社
長　

絹
川

善
信
様	

20
万
円

▽
匿
名
の
方	

10
万
円

▽
吉
田
明
様
（
三
日
市
）	

	

１
万
円

▽
町
立
図
書
館
様	

８
，
９
１
５
円

▽
田
辺
清
様
（
輪
島
市
門
前
町
）

	

４
，
５
０
０
円

▽
板
谷
正
之
様
（
輪
島
市
門
前
町
）

	

４
，
５
０
０
円

▽
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー
利
用
者
様

	

５
千
円

▽
高
橋
和
江
氏
（
太
平
寺
２
丁
目
）

多
年
に
わ
た
り
、
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計

事
務
に
貢
献
さ
れ
る
。

▽
加
藤
靖
二
氏
（
押
野
５
丁
目
）	

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
調
査

員
を
務
め
、
農
林
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
整

備
に
貢
献
さ
れ
る
。

　

総
務
大
臣
表
彰

　

農
林
水
産
大
臣
表
彰

▽
田
村
昌
俊
氏　

町
教
育
施
設
整
備
基
金
へ

寄
附
を
さ
れ
る
。

▽
㈲
ア
ッ
プ
ワ
ー
ク　

代
表
取
締
役　

油
谷

直
克
氏　

野
々
市
小
と
庁
舎
に
屋
外
用
ベ
ン

チ
を
寄
贈
さ
れ
る
。

　

町
感
謝
状

Ａ

　

入
札
結
果

１
，
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

12
月
落
札
分

■
堀
内
東
公
園
施
設
整
備
工
事

予
定
価
格　

２
，
４
９
９
万
円

落
札
価
格　

２
，
３
７
８
万
２
，
５
０
０
円

落
札
者　

㈱
野
々
市
工
建
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市
に
な
っ
た
と
き
、記
念
公
演
を
す
る
。

今
、
一
つ
の
大
き
な
目
標
を
掲
げ
る
劇
団

が
町
に
あ
り
ま
す
。
野
々
市
の
地
域
住
民

で
つ
く
る
劇
団
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
（
の
の
）
は
２

年
前
に
旗
揚
げ
し
、劇
団
ア
ン
ゲ
ル
ス（
金

沢
市
）
の
指
導
の
下
、
発
声
や
体
の
動
か

し
方
を
学
び
、
公
演
や
発
表
会
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
練
習
で
は
、
子
ど
も
も
大
人

も
区
別
な
く
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
「
台
本
に
書
い
て
あ
る
こ
と
や
言
わ
れ

た
こ
と
を
覚
え
て
や
る
だ
け
じ
ゃ
だ
め
な

ん
だ
よ
。細
か
い
心
の
動
き
を
考
え
て
！
」

12
、
13
日
に
本
番
を
控
え
た
練
習
で
は
、

演
出
の
岡
井
直
道
さ
ん
か
ら
厳
し
い
注
意

が
と
び
ま
す
。
次
の
公
演
は
、
宮
沢
賢
治

の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
主
役
を
演
じ
る
石
澤
幸

子
さ
ん
（
菅
原
町
）
は
、「
有
名
な
物
語

な
の
で
、
知
っ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
で
も
、
演
じ
る
の
は
皆
さ
ん
と
同

じ
学
校
に
通
っ
て
い
る
子
や
町
内
で
ゴ
ミ

当
番
を
し
て
い
る
お
ば
ち
ゃ
ん
と
か
、
と

て
も
身
近
な
人
た
ち
。
町
の
ど
こ
か
で
見

た
こ
と
の
あ
る
人
た
ち
が
創
る
“
銀
河
鉄

道
の
夜
”
は
一
味
違
い
ま
す
よ
。」
と
、

見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

劇
団
員
は
、
現
在
15
人
。
小
学
生
か
ら

60
代
ま
で
と
年
齢
も
職
業
も
芝
居
経
験
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
石
澤
さ
ん
は
、「
働
き

な
が
ら
で
も
劇
団
を
続
け
ら
れ
る
の
が
魅

力
。
私
は
家
庭
も
あ
る
の
で
、
で
き
る
範

囲
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
他
の
劇
団
員
も

助
け
て
く
れ
ま
す
し
。
練
習
場
所
は
情
報

交
流
館
カ
メ
リ
ア
が
多
い
の
で
、
家
や
職

場
か
ら
通
い
や
す
い
の
も
続
け
ら
れ
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

劇
団
の
名
前
に
は
、
野
々
市
の
“
ｎ
ｏ

ｎ
ｏ
”
と
、“
Ｎ
ｏ
ｎ
０
”（
ノ
ン
ゼ
ロ
）

＝
ゼ
ロ
で
は
な
い
、
つ
ま
り
『
可
能
性
は

無
限
大
』
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。「
将
来
は
、
じ
ょ
ん
か
ら

ま
つ
り
で
野
外
劇
と
か
し
て
み
た
い
で

す
ね
。
で
も
今
は
ま
だ
、
ス
タ
ー
ト
の
準

備
段
階
。
市
に
な
っ
た
と
き
の
記
念
公
演

が
、
劇
団
ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
の
本
当
の
始
ま
り
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
石
澤
さ
ん
は
目
を

輝
か
せ
ま
す
。

芝居でみせる町の輝き

劇団nono

夢×挑戦
Dream and Challenge

　
「
こ
ん
な
に
体
に
良
い
野
菜
な
の
に
、

ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
ん
で
す
よ

ね
」。
野
～
根
（
や
ー
こ
ん
）
倶
楽
部
の

小
島
茂
治
会
長
は
、
ヤ
ー
コ
ン
の
現
状
を

こ
う
話
し
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
町
の
あ
ち

こ
ち
で
耳
に
す
る
「
ヤ
ー
コ
ン
」。
南
米

ア
ン
デ
ス
が
原
産
の
サ
ツ
マ
イ
モ
に
よ
く

似
た
こ
の
野
菜
は
、
腸
を
整
え
る
作
用
や

血
圧
を
安
定
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と
健
康

食
品
愛
好
家
の
間
で
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
ん
な
ヤ
ー
コ
ン
を
町
の
特
産
品
と
し

て
売
り
出
そ
う
と
、
野
～
根
倶
楽
部
は
平

成
21
年
６
月
に
９
人
の
会
員
で
発
足
し
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
、
個
人
で
生
産
・
販
売

し
て
い
た
ヤ
ー
コ
ン
を
団
体
で
扱
う
こ
と

で
、
在
庫
が
安
定
し
て
確
保
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
販
路
が
広
が
り
ま
し
た
。
今
で

は
町
内
の
保
育
園
や
小
中
学
校
に
卸
し
、

給
食
と
し
て
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

は
、
あ
す
な
ろ
保
育
園
に
ヤ
ー
コ
ン
を
届

け
て
い
ま
し
た
。「
小
さ
い
と
き
か
ら
食

べ
て
い
る
と
、
ヤ
ー
コ
ン
が
身
近
な
存
在

に
な
る
か
な
と
思
っ
て
。
そ
う
や
っ
て
、

普
通
に
食
卓
に
並
ぶ
野
菜
に
な
っ
て
ほ
し

い
で
す
」。

　

現
在
は
、
収
穫
時
期
で
あ
る
11
～
3
月

ご
ろ
に
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
年

間
通
し
て
の
も
の
に
し
た
い
と
保
存
方
法

な
ど
を
研
究
中
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
、
加

工
品
の
販
売
も
考
え
、
こ
れ
ま
で
に
も
、

ジ
ュ
ー
ス
や
粕
漬
け
・
味
噌
漬
け
に
し
た

り
、
巻
き
寿
司
や
笹
寿
司
の
具
に
入
れ
た

り
と
工
夫
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
年
秋

に
は
、
他
の
健
康
に
良
い
野
菜
づ
く
り
に

も
挑
戦
し
、
そ
れ
ら
と
ヤ
ー
コ
ン
を
セ
ッ

ト
に
し
て
売
り
出
す
予
定
で
す
。

　

町
の
皆
さ
ん
に
健
康
野
菜
を
提
供
し
た

い
、
と
小
島
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
体
に

良
い
物
を
食
べ
て
健
康
で
い
れ
ば
病
院
に

行
か
な
く
て
す
む
し
、
医
療
費
も
減
っ
て

良
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
。
ヤ
ー
コ
ン
の
調

理
方
法
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
気
軽
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
」。

　
「
野
々
市
の
冬
の
風
物
詩
・
ヤ
ー
コ
ン
」

と
し
て
定
着
す
る
日
を
目
指
し
て
、
精
根

込
め
て
育
て
て
い
ま
す
。

町に根づくヤーコン

野～根倶楽部
劇団 nono 第２回公演

「銀河鉄道の夜」
【日時】
２月 12 日㈯ 19 時開演

13 日㈰ 14 時開演
　　 ※各開場は 30 分前

【場所】
情報交流館カメリア　ホール椿

【チケット】
大人 1,000 円
高校生以下 500 円
未就学児無料

【問い合わせ】
劇団 nono 事務局

電話 248 － 8000
※劇団員随時募集中

ヤーコンに関する問い合わせ
JA ののいち　営農センター内
野～根倶楽部事務局

電話 248 － 8954
※ 今年のヤーコンは販売終了し

ました。次回の販売について
は 11 月ごろに問い合わせて
ください

「椿まつり 2011」に出店予定！
【日時】
３月 19 日㈯９時～ 17 時

20 日㈰９時～ 16 時
【場所】
文化会館フォルテ
※在庫なくなり次第終了

夢×挑戦
Dream and Challenge

野々市の新名物となるべく、仲間と一緒に夢に挑戦する人たち
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大切だから、伝えたい。今、わたしが感じていること。

“社会を明るくする運動”
石川県推進委員会作文コンテストに
町から３人が入賞

地域の底力
～高齢者の安心を

　　　　みんなで守ろう～
…⑰

��

本
町
1
丁
目
め
だ
か
の
学
校

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　
約
15
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　
サ
ロ
ン
の
名
前
の
由
来
と
し
て
、「
参

加
者
同
士
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
み
ん
な

で
教
え
合
お
う
」
と
い
う
意
味
が
こ
め

ら
れ
て
お
り
、
毎
回
体
操
を
し
た
り
歌
を

歌
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
じ
ょ
ん
か
ら
ま
つ
り
の

着
付
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
ど
も
会
と

も
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
花
見
や
季
節
ご

と
の
行
事
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

　
顔
見
知
り
が
増
え
て
、
友
人
が
増
え
ま

し
た
。
今
年
は
２
、３
人
新
し
い
仲
間
が

増
え
ま
し
た
。

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
！
男
性
も
大

歓
迎
で
す
。

活
動
場
所
　�

防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

活
動
日
時
　�

第
１
、３
月
曜
日
　
午
後
１

時
半
か
ら
３
時
半
ま
で

　
　
　
　
　
※
会
費
は
毎
回
１
０
０
円

対
象
者
　
本
町
1
丁
目
の
住
民
　

問
い
合
わ
せ

高
澤
（
世
話
役
）
２
４
６
︱
５
５
３
０

��

末
松
お
た
っ
し
ゃ
サ
ロ
ン

現
在
の
サ
ロ
ン
の
参
加
人
数
は

　
13
人

サ
ロ
ン
の
特
徴
は

　
町
内
で
は
最
初
に
出
来
た
サ
ロ
ン
で

す
。
活
動
は
、
農
閑
期
の
11
～
３
月
に

行
っ
て
い
ま
す
。
活
動
場
所
に
体
育
館
の

よ
う
な
ホ
ー
ル
が
あ
り
体
操
だ
け
で
は

な
く
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

　
み
ん
な
で
話
し
を
す
る
事
が
健
康
の

秘ひ

訣け
つ

で
す
。
ま
た
、
情
報
交
換
の
場
に

も
活
用
し
て
い
ま
す
。

町
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
興
味
の
あ
る
方
は
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
60
・
70
代
の
方
も
ぜ
ひ
!!

活
動
場
所
　
ラ
フ
ォ
ー
レ
末
松

活
動
日
時
　�

11
月
か
ら
３
月
ま
で
毎
週

木
曜
日
　
午
前
10
時
か
ら

対
象
者
　
末
松
の
住
民
　

問
い
合
わ
せ

栗
山
（
世
話
役
）
２
４
８
︱
５
７
３
５

　
地
域
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
の
が
「
地
域

サ
ロ
ン
」
で
す
。

　
そ
ん
な
町
内
の
「
地
域
サ
ロ
ン
」
を
６
月
号
よ
り
隔
月
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
第
５
弾
と
し
て
「
本
町
１
丁
目
め
だ
か
の
学
校
」「
末
松
お
た
っ
し
ゃ

サ
ロ
ン
」
を
紹
介
し
ま
す
！
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
サ
ロ
ン
に
積

極
的
に
参
加
し
て
寒
い
季
節
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
!!

問い合わせ　地域包括支援センター（役場１階）
☎ 227 － 6067

地
域
サ
ロ
ン
に
行
っ
て
み
よ
う
⑤

　
私
に
は
、親
友
が
い
る
。
か
わ
い
い
し
、

頭
も
い
い
。
ど
っ
ち
か
の
家
に
行
っ
て
、

お
菓
子
を
食
べ
た
り
、
宿
題
を
し
た
り
、

学
校
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
雑
誌
を
み
な

が
ら
「
こ
の
洋
服
か
わ
い
く
な
ぁ
～
い
」

と
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。
一
緒
に
映
画
を

見
に
行
っ
て
、
プ
リ
ク
ラ
を
と
る
。
こ
う

や
っ
て
二
人
で
過
ご
す
の
は
私
に
と
っ
て

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
だ
け
ど
、
そ
れ
が
楽

し
く
、
お
も
し
ろ
い
。

　
そ
ん
な
友
達
と
絶
交
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
親
友
と
一
緒
に

帰
る
約
束
を
し
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、

帰
ろ
う
と
も
し
な
い
で
、
私
が
他
の
友
達

と
し
ゃ
べ
っ
て
い
た
せ
い
で
、
親
友
は

怒
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
親
友
は

　「
も
う
、
絶
交
す
る
よ
」

　
と
笑
っ
て
言
っ
た
。
私
に
は
そ
う
み
え

た
。
私
は
冗
談
だ
と
思
い
、
つ
い

　「
い
い
よ
」

　
と
軽
く
言
っ
た
。
で
も
、
親
友
は
本
気

だ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
一
人
で
帰
っ
て
し

ま
っ
た
。
親
友
が
帰
っ
た
後
、
私
は
一

人
で
帰
り
な
が
ら
、
ま
ぁ
、
た
っ
た
一
言

の
こ
と
だ
し
、
明
日
に
は
仲
直
り
す
る
で

し
ょ
、
と
軽
く
思
っ
て
い
た
。

　
次
の
日
、
私
は
親
友
に
い
つ
も
ど
お
り

話
し
か
け
た
。

　「
ね
ぇ
ね
ぇ
」

　
で
も
、
友
達
は
私
を
無
視
し
た
。
親
友

は
、
他
の
友
達
と
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
。
私

は
、
席
に
一
人
座
っ
て
い
る
。
い
つ
も
は

二
人
で
い
る
か
ら
、
さ
び
し
く
て
心
細

か
っ
た
。
休
み
時
間
に
な
る
た
び
に
、
親

友
が
他
の
友
達
と
遊
ん
で
い
る
の
を
見

て
、
な
ん
だ
か
親
友
が
親
友
じ
ゃ
な
く
な

る
よ
う
な
気
が
し
て
、
こ
わ
か
っ
た
。
私

は
、
人
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
で
こ
っ
そ

り
泣
い
た
。

　
そ
れ
が
一
週
間
以
上
も
続
い
た
。
私
は

こ
ん
な
毎
日
が
い
や
だ
っ
た
。
素
直
に
あ

や
ま
れ
な
い
、
こ
の
毎
日
が
。

　
早
く
仲
直
り
し
た
い
。
そ
う
し
な
く

ち
ゃ
、
独
り
ぼ
っ
ち
だ
も
ん
。
私
は
、
親

友
に
勇
気
を
出
し
て
言
っ
た
。

　「
ご
め
ん
」

　
そ
の
後
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
、
も
と
の
楽
し
く
幸
せ
な
毎
日
に
も

ど
っ
た
。

　
友
達
っ
て
い
い
な
。
い
っ
し
ょ
に
い
る

だ
け
で
楽
し
い
。
親
友
の
大
切
さ
が
あ
ら

た
め
て
分
か
っ
た
。

　
自
分
に
は
、
親
友
と
同
じ
よ
う
に
大
切

な
家
族
も
い
る
。
忘
れ
物
を
す
る
だ
け
で

す
ぐ
怒
る
お
母
さ
ん
、
仕
事
ば
っ
か
で
あ

ま
り
遊
び
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
な
い
お

父
さ
ん
、
何
か
の
賞
を
も
ら
っ
た
ら
す
ぐ

見
せ
び
ら
か
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
生
意
気

中
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
。
家
族
と
は
ほ
ぼ

毎
日
、い
っ
ぱ
い
け
ん
か
を
す
る
け
れ
ど
、

親
友
み
た
い
に
、
い
る
だ
け
で
大
切
な
存

在
だ
。

　
今
、
い
じ
め
を
受
け
て
悲
し
ん
で
い
る

子
や
、
学
校
に
行
き
た
い
け
ど
行
く
こ
と

が
で
き
な
い
子
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
そ

う
だ
。
も
し
、
そ
の
子
た
ち
に
、
私
の
親

友
や
家
族
の
よ
う
に
大
切
な
人
が
い
た

ら
、
き
っ
と
そ
の
人
た
ち
が
支
え
て
く
れ

て
、勇
気
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
ら
、
悲
し
む
子
や
学
校
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
子
が
減
っ
て
、
み
ん
な

に
と
っ
て
明
る
い
社
会
に
な
る
だ
ろ
う
。

　日常の家庭や学校での体験を基に犯罪や非行について考える “ 社会
を明るくする運動 ” 石川県推進委員会作文コンテストで、町から優秀
賞小学生の部に井上理恵さん（館野小６年）、入選中学生の部に永井
万智さん（野々市中３年）と舘𥔎祐馬さん（布水中３年）が選ばれま
した。このうち、井上さんの作品を紹介します。

第60回

「人とのかかわり」

井上理恵さん　館野小学校６年生
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集まった多くの善意に感謝
民生委員児童委員が施設慰問

　町社会福祉協議会では、今年も歳末たすけあい運動を行い、
集まった募金のうち約510万円を町内と周辺の施設・病院な
どの高齢者や障害者約1,300人に民生委員・児童委員が手渡
しました。
　12月21日㈫には富樫苑を訪れ、入所者一人ひとりに「元
気でいてくださいね」と声をかけて、慰問金を手渡しました。
慰問に先立ち行われた出発式では、「野々市のまごころ、あた
たかさを伝えてほしい」と粟町長が激励の言葉を述べました。

寒い冬はあったか児童館で
折り紙で干支つくり

　12月15日㈬、折り紙でウサギをつくる催しが押野児童館で
開かれました。参加した小学生と親子の６人は、講師の茶山弘
美さんの手ほどきを受けながら、約90分で２つの折り紙ウサ
ギと水引、松ぼっくりなどで飾った新年の置物を完成させまし
た。
　参加者と講師、児童館職員は、大きなテーブルを囲んで、教え
たり教えられたり、学校の話などをしたりして、まるで親戚が
集まった大きなこたつの中にいるようでした。

心に残る聖夜の思い出
第４回こどもセンターチャレンジ教室　世界のクリスマス！

　12月25日㈯、情報交流館カメリアで開かれたロシア、ブ
ラジル、カナダのクリスマスを体験する教室に64人の小学
生が集まりました。会では、ブラジルやロシアのスタッフに
教えてもらいながら、本場のお菓子を作りました。参加した
子どもたちは「思ったより簡単にできた」「甘くておいしい」
と満足げな表情を浮かべていました。また、カナダのクリス
マスソングを歌ったり、ロシアのさむさおじいさんとゲーム
をしたりと異文化に触れ、いつもとは違ったクリスマスを楽
しく過ごしました。※ロシアではサンタのことをさむさおじいさんと呼ぶ

カメラあちこち
まちの話題、あんなこと、こんなこと。

新たな安心安全の拠点に向けて
白山警察署の起工式

　県警の「警察署機能強化計画」の一環として、松任警察署
と鶴来警察署の２つを統合し、新設される白山警察署。白山
市倉光に建設される新庁舎は、国道８号線や昨年10月に運
用を開始した白山石川広域消防本部から近く、町と白山市の
安心安全の拠り所となります。建物は、鉄筋４階建てで、県
内最大の敷地面積約6,260㎡となる計画です。また、県内の
警察署で初の太陽光発電設備が導入されます。
　12月21日㈫、谷本知事や粟町長など関係者約70人が出
席し、起工式が行われました。竣工は来年４月の予定です。

市制に向けた新たな門出を祝う
新年互礼会

　新しい年を迎えた１月４日㈫、恒例の新年互礼会が情報交
流館カメリアで開催され、町内各界から約350人が集いまし
た。粟町長は新年のあいさつの中で平成22年国勢調査によ
る本町の人口が５万人を大きく超えたことを発表し、市制実
現に向けて力強い決意を表明しました。
　引き続き、西田町議会議長、吉田県議会議員のあいさつが
あり、金田野々市農協長の乾杯の発声で、飛躍の年の始まり
を祝い合いました。最後に、藤町連合町内会長の音頭で万歳
三唱しました。

時計の針を戻して
映画音楽を聴く夕べ

　12月18日㈯の夜、カメリアサロンコンサートが開かれ、町
情報文化振興財団の竺館長が選んだ世界の映画音楽に参加者
20人が聴き入っていました。
　情報交流館カメリアのホール椿には、金沢工業大学ライブラ
リーセンター（PMC）所蔵の20世紀前半からのレコードジャ
ケット35枚も並べられ、懐かしそうにのぞき込んでいました。
　会場のスクリーンには、映画音楽とともに、インターネット
の動画配信サイトからの映像も映し出されました。参加者は時
計の針を戻して、それぞれの思い出に浸っていました。

野々市の魅力を発信しよう
ののいち「里まち」ガイド養成講座が開講

　県内19市町の中で、本町にだけボランティアガイドの団
体がありません。こうしたことから、昨年度、町内の有志が
設立に向けた研究会を立ち上げ、ガイド団体設立の準備を進
めてきました。12月14日㈫には、念願の養成講座が開講し、
３月まで計８回開かれます。
　この日は、金沢市で活動する「まいどさん」代表幹事の芳
野哲夫さんから、ガイドの役割とおもてなしの心について学
びました。受講者25人の年齢層は20代から70代まで幅広
く、世代ごとに特色のあるガイドが期待されています。
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みんなのひろば
掲載ご希望の方は…広報情報課（☎227-6056）

うさぎのみみちゃん
押野保育園

かがやくひとみ

ぼ
く
の

夢

わ
た
し
の

夢

オススメの本

辻村　彩花さん
野々市小学校１年

ペットショップの店員になりたい

橋高　義人くん
菅原小学校２年

世界柔道に出たい

町立図書館
野々市町本町2-14-6（☎ 248-8099）

開館時間　10：00～ 19：00

　　　　　（土日は17：00まで）　

休 館 日　毎週月・祝日

● 子ども向け

● 今月のおはなし会

図書館お役立ち情報：富奥・郷・押野公民館と女性センターには図書コーナーがあり、一般書や児童書の貸し出しをしています。

と　き　２月
がつ

12日
にち

㈯、26日
にち

㈯

　　　　11：00から

ところ　児
じ

童
どう

図
と

書
しょ

コーナー

ツタの葉
は

の最
さい

後
ご

の１枚
まい

が落
お

ちるとき、
自
じ

分
ぶん

の命
いのち

も終
お

わる…
重
おも

い病
びょう

気
き

の娘
むすめ

が、窓
まど

の外
そと

をながめて呟
つぶや

いた。
短
たん

編
ぺん

の名
めい

手
しゅ

、O・ヘンリーの傑
けっ

作
さく

が８
編
へん

。朝
あさ

読
どく

書
しょ

に最
さい

適
てき

。● 今月の展示図書

テーマ　『お菓子』

※期間中の展示図書の貸し出しはできませんの
で、予約をお願いします

『最
さい

後
ご

のひと葉
は

』
オー・ヘンリー／著　千

ち

葉
ば

　茂
しげ

樹
き

／訳　理論社

● 大人向け

難しいからと敬遠していた人も、面、
装束、音楽、ストーリー、歴史…何か
一点でも興味がもてれば、“能”の楽
しみはあなたのもの。
能役者である著者が、能の見かた、面
白さを多角的に伝える。

『味方玄　能へのいざない』
味
み

方
かた

　玄
しずか

／著　淡交社

楽しい絵本や
紙芝居の

読み聞かせです。
誰でも自由に
参加できます。

今年はうさぎ年ですね。押野保育園では、う

さぎを飼っています。名前は「みみちゃん」。

年齢は４歳です。玄関でいつも子どもたちを見守っ

てくれる保育園のアイドルです。

　毎日、年長組の子どもたちが友達と協力し、世

話をしています。初めのころは「ウンチ臭いしい

やや」と嫌がる姿が見られました。でも、世話を

していくうちに、「みんながそんなことを言ったら

かわいそうやじ」「そうや、おいでって言ったら来

るよ」という声も聞かれるようになりました。

広
告
欄

また、「トイレきれいになったら、みみちゃん

うれしそうや」「みみちゃん、草好きやね。

すぐに無くなるね」と言って園庭で草を取って来

てあげたりして、だんだんと愛情が深まってきた

ようです。雪が降り寒くなってくると「みみちゃん、

寒くないかな」と心配したり、体に触れて「みみちゃ

ん、あったかいよ」という会話も聞かれ、今では

どの子も愛情をもって接しています。動物を飼い、

世話をする経験が友達と協力することや命の大切

さを知る学びの場となり、優しい心の育みとなる

よう願っています。

衣装・太鼓・笛などのじょんから道具購入
　平成 22 年度宝くじ普及広報事業補助金により、野々
市じょんから節保存会は、踊りや囃

はや

子
し

で使用する衣装
や、和楽器などを購入しました。今後の活動などで披
露していく予定です。

㈶自治総合センター
宝くじ普及広報事業
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　町長からYouTube（ユーチューブ）係を命ぜられた「のっティ君」と野々市町のことなら何でも知って
いる博士とが、楽しくかけ合いながら町の魅力を紹介していく情報番組“のっティちゃんねる”ができました。
番組は、インターネットの無料動画投稿視聴サイトYouTube で見ることができます。主に 10～ 30 代を対
象にした内容で、１話は約６分 30秒です。

　第１話では「末松廃寺跡」を、第２話では「町の豆
腐機械メーカー」を紹介しています。番組には、粟町
長や町職員、エキストラとして劇団 nono（野々市の
地域住民でつくる劇団）のメンバーも出演しています。
　これは、キャラクターを活用した地域振興施策を民
間から公募する「民間提案型雇用創出事業」の一環で、
３月までに７本の番組を配信する予定です。

Topics
もう見た !? 野々市の魅力を愉快に伝える

“のっティちゃんねる”配信開始！

リレー方式で町民の方々を紹介しています

全国誰でもすぐ分かるような有名な市
になって欲しい。

久々湊　恵美さん／新庄
【左から美紘ちゃん、健己くん、尚純さん】

野々市町で暮らしてどうですか？
新潟から引っ越してきて、５月で丸６年になります。
主人の職場の同僚から住みやすいと聞いたので野々
市町に決めました。近くになんでもあるし、便利で
過ごしやすいです。
広報についてのご意見？
毎月、読んでます。子どもがすもう大会に出ていた
のでその記事を読んだり、誰か知っている人が出て
いないかと見るのが楽しいです。
自分の性格を一言であらわすと？
凝り性で、広くて浅いところですかね…。
趣味やリフレッシュ方法はなんですか？
趣味は、お菓子やパンを作ることです。リフレッシュ
方法は家族で外食したり、月１回ママ友とランチに
行くことです。
目標やチャレンジしてみたいことは？
家族で何か一緒にスポーツできたらいいなあって思
います。後、今年は「※断捨離（だんしゃり）」を
実践していきたいですね。ライフスタイルを見直し
て少しでも心にゆとりが持てるように、頑張ってい
きたいと思っています。

※整理整頓をする時の片付け術のこと

“いきいき”
　　ののいち人
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本
町
１

越
村
才さ

い

士し

朗ろ
う

英
生

乃
里
子
）
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金
３

のっティちゃんねる（YouTube 内）
http://www.youtube.com/user/nottych

YouTube が見られる携帯電話のみ
2次元バーコードからアクセスできます→

町ホームページからも見ることができます。

【 

お
わ
び
と
訂
正
】

　
先
月
号
の
９
ペ
ー
ジ
で
、「
フ
レ
ン

ズ
」
の
二
人
の
名
前
が
逆
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
写
真
左
が

坂
井
菅
子
さ
ん
、
右
が
橋
野
千
恵
子
さ

ん
で
す
。

　
ま
た
10
ペ
ー
ジ
で
、
中
学
生
以
下
の

「
医
療
費
を
無
料
」
と
表
記
し
ま
し
た

が
、正
し
く
は
、「
１
カ
月
の
医
療
費（
健

康
保
険
適
用
分
）
で
１
，
０
０
０
円
を

超
え
た
金
額
を
給
付
」
で
す
。

　
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

戸籍の窓
H22.12.16 〜 H23. １.14 受付分

■12月末現在の人口
（　）は前月比

　人　口	 46,717 人	（＋		 7）

　　男	 23,583 人	（−		 9）

　　女	 23,134 人	（＋		16）

　世帯数	 19,811 世帯	（−		 9）
■12月中の人の動き
　転　入	 201 人

　転　出	 220 人

　出　生	 48 人

　死　亡	 22 人

※住民基本台帳に記載されて
いる数字です

個人情報保護のため本人・ご家族の希望
があったものを掲載しています



※環境保護のため、古紙配合率100％再生紙、大豆インク
　を使用しています。

野々市町　　（毎月１回発行）
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粟田みまもり隊
（１月18日、粟田５丁目交差点）

■ 平成23年成人式………………… ２
■ 町消防出初式表彰者 …………… 4
■ 議会だより ……………………… 5

主な内容

2

　
成
人
式
の
会
場
は
、
友
と

の
再
会
の
歓
喜
が
随
所
で
沸

き
上
が
っ
た
。
数
年
前
、
自

分
の
高
校
の
同
窓
会
で
の
あ

る
友
人
の
言
葉
を
思
い
出
す

「
こ
こ
に
来
れ
る
者
は
、
幸
せ

な
人
間
や
」。
新
成
人
に
は
、

来
れ
な
か
っ
た
友
へ
思
い
を

馳
せ
て
ほ
し
い
。
こ
の
町
の

成
人
式
の
参
加
率
は
高
い
と

は
言
え
な
い
が
、
若
者
が
地

域
を
振
り
返
る
絶
好
の
場
で

あ
る
。
来
年
は
新
市
初
の
成

人
式
。
ふ
る
さ
と
意
識
を
高

め
る
機
会
と
し
て
期
待
が
高

ま
る
。	

（
桝
谷
）

　
町
内
で
夢
を
追
い
か
け
る

団
体
と
し
て
紹
介
し
た
劇
団

ｎ
ｏ
ｎ
ｏ
と
野
～
根
倶
楽
部
。

新
名
物
と
し
て
こ
れ
か
ら
活

躍
し
、
市
制
移
行
に
華
を
添

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

　
夢
に
挑
む
人
も
い
れ
ば
、

支
え
て
く
れ
る
人
も
い
る
。

雨
雪
の
な
か
で
も
、
子
ど
も

た
ち
の
帰
り
を
じ
っ
と
待
つ

粟
田
み
ま
も
り
隊
の
皆
さ
ん
。

そ
の
姿
に
、
私
も
背
中
を
押

さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

	

（
瀧
澤
）

編
集
後
記

　町では、住民生活に必要な情報をまとめた住民便利帳を発行するため、株式会社ゼン

リンと協働発行に関する協定を結び、来年４月ごろの発行に向けて準備を進めています。

これは、町が情報を提供し、株式会社ゼンリンが印刷・製本・広告募集を行うもので、

町費を一切かけず、広告掲載料で発行します。子育てや町税などの生活情報の他に、公

共施設や避難場所、医療機関などの正確な位置が分かる地図も掲載し、毎日の暮らしに

役立つ冊子を目指します。

　また、今年４月には、住民から要望が多かった町全体の地図（A1サイズ）を発行します。

どちらも、広報ののいちとともに全戸配布する予定です。

野々市町マップと住民便利帳を
官民協働で発行します !!

12月 22日㈬に株式会社ゼンリンと協定書の調印式を行いました




